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血液諸指標と運動機能に関連する研究は健康管理の面から，今まで数多くの報告がされてい











































身長 体重 ローレル指数cm kg 
女子体育学生 160.2 56.3 137.0 














( n =30) 
単位 平均値 標準偏差
回 44.5 2.80 
cm 46.4 4.98 
kg 13. 5 18.07 
kg 30.4 5.53 
ポイン ト 78.0 14.07 
ン（ EIA ＝坑体法）を
伏臥上体そらし 54.5 7.76 cm 




る血色素11g /dQ未満の における｛t力プロフィー ル
( n =30) 
貧血者 9名と血色素が
テスト項目 単位 平均値 標準偏差
11 g /dQ以上の被験者中
反復横跳 回 42.9 2.83 
血清フェ リチンが10n g 
垂直跳 47.8 6.73 cm 
/dQ未満の潜在性鉄欠乏 背筋力 k自 10.2 23.48 
者21名の合計30名，それ 』震 カ kg 33.6 3.75 
以外を正常者数120名に 踏台昇降運動 ポイント 81.0 13.54 
ついて示している。 伏臥上体そらし cm 51.8 8.18 




















る。つぎに，血清鉄濃度の平均値については48.8 μg /dQで，正常値 （70-170μg/dQ）よりも
著しく下回っており，また体内貯蔵鉄を反映する血清フェリチンの値は平均値が8.5ng/meで、
あり，一般成人女子の正常値 (10～80n g /me）に比べてもかなり少ない状態であった。
表4 血色素12g /di未満の者の血液諸指標値
(n =9) 
血液成分値 平均値 正 常値
赤血球（104/mm3) 437.1 380～480 
血色素（g /di) 11. 3 12～15.2 
ヘマトクリット（%） 35.9 34.0～42.0 
平均赤血球容積（μ3) 82.4 88～99 
平均赤血球血色素量（μμg) 26.1 29-35 
平均赤血球血色素濃度（%） 31.6 32～36 
血清鉄濃度（μg/di) 48.8 72～170 
血清フェリチン（n g /me) 8.9 10-80 
























寄与率20.4%を占めた第3主成分は，握力（=O. 934766），背筋力 （=O. 609043）の変量に
それぞれ高い負荷量を示した。双方の変量は筋活動と大きく関わり合いがあり，このことから
筋力の因子と解釈される。
表6は，血色素 Hb11 g /d.e未満の貧血者および血清フェリチンlOng/me未満の潜在性鉄欠
乏の群におけるそれぞれの固有値と因子負荷量を示している。第1主成分の寄与率は35.5%を




を示したのは踏台昇降運動 （=O. 929557），伏臥上体そらし （= 0. 753379）であった。 この変
量は心肺機能の優劣に関わり，またつぎに高い負荷量は関節機能の水準を測るものであり，全
身持久力の因子と柔軟性の因子と解釈される。第3主成分については寄与率が18.4%を占めた。
高い負荷量を示した変量は背筋力（= -0. 887667）， 握力 （＝ 0.803883）であった。これら
125 
表5 正常群のパリマックス回転後の因子負荷量








固有値 2.05736 1.3822 1.0063 
寄与率（%） 34.4 21. 7 18.4 
累積寄与率（%） 34.4 56.1 74.5 
表6 貧血群および潜在性鉄欠乏群の
パリマッ クス回転後の因子負荷量








固有値 2 .4713 1. 6186 1. 4216 
寄与率（%） 35.3 23.1 18.4 
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